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論文内容の要旨
【目的】肝内結石症(本症)の特徴とされる慢性増殖性胆管炎および
分沼泌、に及ぼす影響を免疫組織化学的に検討した。
【対象】ビリルビンカルシウム石を有する本症3619IJ(男17例、女19例。 35-83歳、平均5歳)を対象にし
fこ。
【方法】本症の肝切除標本を術前の画像診断(門脈・肝動脈造影像、胆管造影像)を参考に、胆管炎と肝
実質の萎縮の程度から軽度炎症群、高度炎症群、高度萎縮群に分けた。各群の連続切片においてslgA、
分泌成分 (secretorycomponent， SC)および慢性増殖性胆管炎の指標としてproliferatingcel nu-
clear antigen (PCNA)の免疫組織化学染色とへマトキシリン・エオジン染色を施し、胆管上皮の染色性
と組織像を比較した。またslgAとPCNAの陽性率を算出し、各群聞の比較および、slgAとPCNAの相関を
検討した。
【結果】結石存在部位の組織像をみると、門脈枝の閉塞所見が高度萎縮群に、肝動脈枝の増生所見が高度
炎症群・高度萎縮群に認められた。肝内胆管のslgA陽性率は軽度炎症群 (p=O.002)と高度炎症群
(p<O.OOl)で高く、 PCNA陽性率は高度炎症群 (p=O.Ol)と高度萎縮群 (p=O.023)で高かった。しかも
高度炎症群におけるsIgAとPCNAの陽性率には負の相関がみられた (p<O.OOOl)oSCは各群聞に差がな
かった。
【まとめ】本症における肝内胆管上皮のslgA分泌能は高度の胆管炎でも低下しないが、肝実質の萎縮や
増殖中の胆管上皮では分泌能が低下することが示唆された。また門脈枝が閉塞所見を呈し、肝動脈枝は開
存している高度萎縮群ではslgAの染色性は低下し、 PCNAの染色性は低下しないことからsIgAの分泌は
門脈血流に、胆管上皮の増殖は肝動脈血流に依存することが示唆された。
論文審査の結果の要旨
肝内結石症(本症)の特徴は慢性増殖性胆管炎と肝実質の萎縮であり、本症の進展に伴い門脈血流が低
下することが知られているO 一方、肝における分泌型免疫グロプリンA(slgA)を介した局所免疫能と本
症の関わりは未だ明かではない。
本研究は本症にみられる慢性増殖性胆管炎と肝実質の萎縮が肝内胆管上皮のslgA分泌に如何なる影響
を及ぼすかを免疫組織化学的に検討したものである。ビリルビンカルシウム石を有する本症36例を対象に、
その肝切除標本を胆管炎と肝実質の萎縮の程度から軽度炎症群、高度炎症群、高度萎縮群に分け、各群の
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連続切片に、 sIgA、分泌成分 (secretorycomponent， SC)および慢性増殖性胆管炎の指標としてproli-
ferating cel nuclear antigen (PCNA)の免疫組織化学染色とへマトキシリン・エオジン染色を施し、
胆管上皮の染色性と組織像を検討した。その結果、炎症と萎縮の進展に伴って肝動脈枝は増生するが、門
脈枝には狭窄や閉塞がみられ、萎縮のみられる局所で、のsIgA陽性率は低下していた。一方、 PCNA陽性
率は高度炎症群と高度萎縮群で高く、しかも高度炎症群におけるsIgAとPCNAの陽性率には負の相関が
みられた。なおSC陽性率は各群聞に差がみられなかった。すなわち胆管上皮の増殖は萎縮肝にもみられ
ることから、 sIgA分泌能は門脈枝の開存に、胆管上皮の増殖は肝動脈枝の増生に相関することが示唆さ
れた。また、増殖中の胆管上皮のsIgA分泌能は低下していたことから、本症の病変部では萎縮のみられ
ない炎症の中期から局所免疫能は低下しており、本症の憎悪因子となる可能性が示唆された。
本研究により本症に関与する肝局所免疫能の一端が示され、治療困難といわれる本症の病態解明に貢献
するところが少なくないと考えられる。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するもの
と判定された。
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